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第３１回 鳥取県図書館大会 開催要項 

 

１ 大会テーマ  「“〇〇”と図書館 ～図書館の明日を画
えが

く～」 

生活、仕事、学校、趣味の楽しみや居場所、私たちにとって、図書館はどのよう

な場面で必要な存在なのでしょうか。「“〇〇”と図書館」というフレーズで始まる

各プログラムへの参加を通じ、自分自身にとって、そして社会にとって、今後図書

館がどういった存在であるべきなのかを参加者皆で考えます。 

 

２ 主  催   鳥取県図書館協会 

 

３ 共  催   ＮＰＯ法人本の学校、鳥取県学校図書館協議会、鳥取県公共図書館協議会、 

鳥取県教育委員会 

 

４ 後  援   鳥取県書店商業組合、公益社団法人日本図書館協会 

 

５ 期  日    令和８年７月３０日（木） 

 

６ 会  場    岩美町中央公民館（岩美町浦富１０３８－６、０８５７－７２－０５１０） 

         いわみんホール、研修室１～５ 

７ 内  容 

（１）開会行事 

   挨拶：鳥取県図書館協会 会長 齋藤 明彦 

  鳥取県教育委員会 教育長 足羽 英樹 氏 

岩美町教育委員会 教育長 大西 泰博 氏 

 

（２）基調講演 

演題：「“あそび”と 図書館 ～真庭市立図書館での挑戦と実験～」 

講師：西川 正 氏（真庭市立中央図書館長、NPO法人ハンズオン埼玉副代表理事） 

    ＜講師プロフィール＞ 

     学童保育所、出版社、ＮＰＯ支援センター等を経て、２００５年、ハンズオン埼玉を設立。「おと

うさんのヤキイモタイム」キャンペーンや「トークフォークダンス」などコミュニティを育むさまざ

まなプロジェクトを提案。まちづくりや子育て支援の研修等の講師やファシリテーターとして活動。

元恵泉女子学園大学特任准教授。立教大学・大妻女子大学等で非常勤講師。著書に『あそびの生まれ

る時「お客様」時代の地域活動コーディネーション』（ころから）等。 

 

 （３）事例発表「“わたしたち”と図書館 ～図書館応援団の活動報告～」  

     鳥取県では、公共図書館に自分事として関わり、その魅力化、活性化を目指して活動する「図

書館応援団」が増えています。その想いや取組を御紹介いただき、サービスする側とされる側の

関係を超えた図書館と利用者との関係性、公共施設としての図書館の今後のあるべき姿について

考えます。 

     発表団体：ちえの森応援隊（智頭町） 

          日野町図書館友の会（日野町） 

江府町図書館友の会（江府町） 

          南部町立図書館応援団なんぶらりー（南部町） 

 



（４）分 科 会 

 テーマ 内容 講師・発表者等 

１ “コミュニティ”と図

書館 ～新館整備後に

見えてきたこと ～ 

平成２７年以降、県内には６つの新しい

公共図書館が誕生しました。そのうちの

３館の取組から、本の提供だけに留まら

ないコミュニティの拠点として機能する

図書館の在り方を学びます。 

＜発表者＞ 

・境港市民図書館 

館長 嘉賀 收司 氏  

・岩美町中央公民館 

 次長 松本 邦裕 氏 

・南部町立図書館 

 館長 角田 有希子 氏 

２ “読書推進”と図書館 

～朝読書再考（最高） 

岐路に立つ取組の未来

を展望する～ 

学校図書館が大きく関わり取組んでいる

朝読書の存在意義が問われています。今

の時代だからこその取組の意義や必要

性、課題を共有します。 

＜発表者＞ 

・鳥取市立稲葉山小学校 

校長 砂場 路子 氏 

学校司書 西口 美智子 氏  

・鳥取市立気高中学校 

教頭 村中 ひろみ 氏 

学校司書 北村 正美 氏 

・鳥取県立岩美高等学校 

 司書教諭 宮本 知子 氏 

３ “手作り絵本”と図書

館 ～絵本を創る楽し

みを味わおう ◯・△・

□から生まれる世界〜 

【ワークショップ】 

県西部を拠点に活動する絵本作家しまだ

ようこさんをお招きし、図形を使った絵

本創りのワークショップを実施します。

絵本の創作の過程やその楽しさを体験し

ます。定員２５名。 

※当日会場で材料費３００円をお支払い

いただきます。 

※スティックのり、ボンド、色鉛筆など

の描画材を各自御持参ください。 

＜講師＞ 

 絵本作家 しまだ ようこ 氏 

４ “出版”と図書館 ～地

域の記憶を残すために

～【ＮＰＯ法人本の学

校 主催】 

地域資料を収集・整理し公開する図書館

の役割と、情報公開や広い意味での“出

版”の可能性について、「一箱古本市」の

仕掛人でもあり、各地の図書館を取材す

る南陀楼綾繁氏に御講演いただきます。 

＜講師＞ 

ライター・編集者  

南陀楼 綾繁（なんだろう あ

やしげ）氏 

＜意見交換コーディネーター＞ 

ＮＰＯ法人本の学校理事

長・上智大学文学部新聞学科

教授 柴野 京子 氏 

 

８ 日  程 

時間 内容 

９：３０～１０：００ 受付 

１０：００～１０：１５ 開会行事 

１０：１５～１１：４５ 基調講演 

１１：４５～１３：１５ 休憩 

１３：１５～１４：４５ 事例発表 

１４：４５～１５：００ 休憩 

１５：００～１６：３０ 分科会 

※悪天候などによる中止・開催方法の変更などについては、当日午前７時を目途に鳥取県立図書館ホームページに掲載します。 

 

 



９ 参加対象 県内外の図書館や読書に関心のある皆様 

 

10 参 加 費 〇鳥取県図書館協会の会員：無料 

・同時入会、会員更新可：年会費一口２,０００円以上：入会した場合の大会参加費は 

無料。 

・施設会員、団体会員は団体・施設ごとに１名が無料で参加可能。（施設・団体会員枠 

で参加を希望される場合は、事前に施設・団体内で無料参加者を調整してください） 

〇会員外：参加費５００円 

・オンライン参加者は資料を無料でダウンロードできます。ダウンロードが困難な方

には郵送いたしますのでお知らせください。（資料郵送代：会員無料、会員外２３

０円） 

※支払い：会場参加の方は当日受付で、オンライン参加の方は７月２３日（木）(資料

の郵送を希望される方は７月１６日（木）)までに以下の口座にお振込みください。

振込名義は参加申込者名としてください。また、振込手数料は御負担ください。 

振込先：<郵便振替> 口座番号：０１３６０－５－９３３９７ 口座名：鳥取県図書館協会 

 

11 開催方式 会場参加及びオンライン参加 

       ※オンライン配信はＺｏｏｍで実施します。（個人視聴のみ、後日の配信はなし） 

       ※分科会３のオンライン配信はありません。 

 

12 定  員 会場参加 ３００名 オンライン参加 ３００名  

 

13 申込締切 ７月２３日（木） 

※オンライン参加で資料の郵送を希望される方の申込締切は７月１６日（木）。 

 

14 問合せ先・申込先・申込方法 等 

  【問合せ先】鳥取県図書館協会事務局（鳥取県立図書館内） 

         電話：０８５７－２６－８１５５ ﾌｧｸｼﾐﾘ：０８５７－２２－２９９６ 

電子メール：toshokan@pref.tottori.lg.jp 

 【申 込 先】第３１回鳥取県図書館大会実行委員会事務局（鳥取市立気高図書館） 

         電話：０８５７－３７－６０３６ ﾌｧｸｼﾐﾘ：０８５７－３７－６０３７ 

         電子メール：kt-library@city.tottori.lg.jp 

   【申込方法】二次元コードからＧｏｏｇｌｅフォームでお申込みください。 

※Ｇｏｏｇｌｅフォームが利用できない方は、チラシ裏面の申込用紙により、 

鳥取市立気高図書館へメール、またはファクシミリでお申込みください。 

※チラシ（申込用紙）は鳥取県立図書館のホームページからダウンロードできます。 

         ※フォーム、メール、ファクシミリでの申込みが困難な方は、鳥取市立気高図書館へ  

電話で御連絡ください。 

     ※申込用Ｇｏｏｇｌｅフォーム 二次元コード →          

               ＵＲＬ：https://forms.gle/TDSw73SLN116HWpAA 

  【個人情報の取扱いについて】 

提出いただいた個人情報は、本大会運営の目的にのみ使用し、 

法令に従って取り扱います。 

 

15 手話通訳・要約筆記等について 

  ・開会行事・基調講演・事例発表：手話通訳者と要約筆記者を配置します。 

  ・分科会：申込時の御希望に応じ、予算の範囲内で、手話通訳者、要約筆記者を配置します。 

・配布資料の拡大印刷やデータの提供等が必要な方は鳥取県図書館協会事務局(鳥取県立図書館) 

までお知らせください。 

mailto:toshokan@pref.tottori.lg.jp
https://forms.gle/TDSw73SLN116HWpAA


16 情報交換会について 

  日時：令和８年７月３０日（木）午後６時から８時まで 

会場：アートプレイス すなば珈琲（鳥取市尚徳町１０１－５、電話：０８５７－５０－１５００） 

定員：４０名 

参加費：６,６００円（税込）当日会場でお支払いください。 


